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●マリオス

(JR盛岡駅前に完成された複合施設)

低層棟に位置する盛岡市民文化ホー

ルで､照明計画は大小各ホールで大き

く異なり､大ホールは建築と一体化さ

れ､小ホールは格調高く意匠照明を考え

た｡地域性を考慮してデザインされた意
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く苦楽主目的の多機能ホール

(大ホール)

▼ホワイ工(大ホール)
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匠のモチーフは､音楽ホールなので楽

器､岩手県花のリンドウ､そして地場

産業である鉄鋳物といった産物をそれ

ぞれ形や素材に表現されている｡
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▲盛岡市民文化ホール コンサートホール(小ホール)

照明普及会だより･第31号川

(資料提供:ヤマギワ)



継続事業

1.優秀照明施設･

照明普及功労者の表彰

平成10年に竣工される優秀な照明施

設及び永年にわたる照明苦及の功労者

を表彰する｡

2.｢あかりの日+キャンペーン

関係3団体と共催し｢あかりの日+

キャンペーンを実施する｡なお､キャ

ンペーンの一環として第4回｢全国小

学生手作りスタンドコンテスト+を実

施する｡｢あかりの日+リーフレット

｢住まいの照明手帳+を昨年に引続き

新会長
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小木曽政助

日召和10年

昭和35年

平成7年

平成8年

岐阜県生れ

東京電力㈱入社

取締役･立地環境本部

副本部長

常務取締役

編集スタッフ

照明普及会にて発行する｡

3.照明苦及会だよりの発行

年3回(31号～33号)維持員向け広

報誌として発行｡

4.定期刊行物の発行

●あたらしい照明

126号『平成9年照明普及賞』号

平成10年5月発行予定

127号(内容未定)

平成10年12月発行予定

●新･照明教室

道路照明関連の予定

平成10年11月発行予定

5.照明苦及賞保存用フォトCDの作成

平成9年照明普及買受賞施設資料の

保存用にフォトCDを作成する｡

6.講師派遣

照明講習会の講師派遣を行う｡

(雇用促進事業団より依頼)

7.｢ライトアップ'98+の発行

当照明普及会の新会長に東京電力㈱

常務取締役小木曽政助氏､新副会長に

東芝ライテック㈱取締役社長加納忠男

氏が就任されました｡

(平成10年5月22日～)

新副会長

昭和10年

昭和33年

平成元年

平成5年

竹′

加納 忠男

横浜市生れ

東京芝浦電気㈱入社

東芝ライテック㈱発足

常務取締役

同社取締役社長

主査:勝山茂樹(関西電力)､幹事:織田光枝(松下電工)

委員:鹿谷美砂子(岩崎電気)､扇和典(小糸工業)､平野里香(東芝ライテック)､

水島保之(三菱電機照明)､小野田行雄(ヤマギワ)､押田直子(照明普及会)

照明普及会だより･第31号(Z)

4年に1度の発行である｢ライトア

ップ'98+の発行を行う｡

8.照明普及地区活動の推進

各地区での講習会･講演会の実施

9.各種委員会の開催

●運営委員会(2回/年)

●企画推進委員会(4回/年)

●事業連絡会(2回/年)

●学会･普及会連絡会(3回程度/年)

新規事業

1.住まいの照明マニュアル検討

専門部会

●住まいの照明マニュアルの内容を見

直す(1D年度下期より)

2.インターナショナルライティンクフ

ェアヘの出展(出版物の販売)

平成11年3月2日-5日

於:東京国際展示場･ピックサイト

全国10地区から､施設･普及功労を

合せ324件の応募があったが､その内

80件が照明普及賞(優秀施設賞)に選

ばれ､さる5月22日に表彰式が行われ

た｡今回普及功労に関しては1件の応

募にとどまり､対象者の絞り込みに難

しさがあるようだ｡

下表は､全国各地区の応募･受賞件

数で､受賞率は約25%となった｡その

他の特徴としては､横文字､カタカナ

の施設名が多くなりつつある｡

▼平成9年照明普及賞表彰件数

地 区 応募数 表彰数

北海道 29 7

東 北 33 8

東 京 47 15

北 陸 20 6

東 海 37 9

関 西 61 12

中 国 I5 7

四 国 28 6

九 州 46 8

沖 縄 8 2

計 324 80
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四国地区における照明普及活動の一

環として､照明学会四国支部が毎年開

催している照明研修会について､こ紹

介いたします｡

本研修会は､照明による生活･社会

環境の改善について広く理解促進を図

るため､四国四県で実施しているもの

で､毎回､支部会員の要望等により特

定のテーマを決め､その分野において

造詣が深い講師の方を中央よりお招き

して､ご講演いただいている｡

今回は平成10年3月19日に徳島市､

同3月27日に松山市において開催され

た｡

これまで取り上げてきたテーマ■とし

ては､都市景観照明(ライトアップ等)

や省エネルギーに配慮したオフィス照

明などが挙げられる｡

【今回のテーマ】

近年四国においても大規模小売店舗

法(大店法)などの規制緩和の影響を

受けて､大型店の出店が相次いでいる

が､出店に際しては､以前にも増しそ､

空間演出､商品演出､省エネルギーと

いった店舗コンセプトが重要視され､

その実現に向けてさまざまな照明計画

がなされている｡

この点から､今回のテーマは｢店舗

照明+というテーマを選定し､第一線

で活躍されている照明デザイナーに､

豊富なご経験とそれぞれが手がけられ

た実例を中心に以下のタイトルでこ講

演いただいた｡

*池田幸=氏･松下電工㈱

｢店舗照明の動向について+

*平野里香氏･東芝ライテック㈱

｢店舗照明について+

【今回の結果】

今回の研修会では､実例に基づいた

分かり易い解説で店舗照明について講

演いただき､参加者からは非常に好評

であった｡

今後も支部としては､随時同研修会

を開催していき､照明指導･改善に役

立てていきたいと考えている｡
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▼講演風景
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今年で第4回を迎える｢全国小学生

手作りスタンドコンテスト+｡このイベ

ントは次世代を担う子供達に楽しい工

作を通じて｢あかり+や｢電気+に関

心を持ってもらおうと開始したもの｡

詳細はあかりの日委員会事務局へ｡

(平成10年度スケジュール)

●募集開始-6月中旬

●応募締切/抽選-7月中旬

●展示会-1□月15～20日

●表彰式-10月18日

(あかりの日委員会 03-3201-264り

▲手作りスタンドコンテスト

基本セット(抽選で500名)

照明普及会だより･第31号(3)

○あたらしい照明126号

｢平成9年照明昔及賞+号

(平成10年5月発行)

平成9年照明普及賞優秀施設寅を受

賞した施設80件を1頁1件カラーで紹

介｡(本体価格:1500円)

○ライトアップ'g8

(平成川年秋発行予定)

ライトアップマニュアル､ライトア

ップ'90､ライトアップ'94に続くシリ

ーズ第4弾を今秋発行予定｡

(価格未定)

平成10年度(第31回)照明学会全国

大会カー北海道で開催されます｡

●開催日 7月29日､30日､31日

29日(一般講演､特別プログラム)

30日(一般講演､全国大会シンポジ

ウム､見学会(D)

31日(見学会②)

●会 場 北海道大学工学部

札幌市北区北13条西日丁目
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●八王子市北野余熱利用センター

このセンターは隣接している清掃工

場の余熱を利用した複合施設であり､

エントランスホールはガラス壁で構成

された円形の吹き抜け構造になってい

る｡2光色発光形HIDランプを使用し､

▲光源:2光色発光形H旧ラン7(ナトリウムランプ)
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▲夜景･光源:メタルハライドランプ150W(プルーフイルター付)

●パ･ドゥー広場

大阪ドーム正面のアミューズメント

施設｡樹木の立つ広場では､一定の時

刻になると床面に埋め込まれたBOX

▲光のモニュメント

ホール内部と天井を異なる光色で照明

しており､それぞれの光色を切り替え

ることで､独特な雰囲気をかもしだし､

ホール全体を優しく包み込むような演

出になっている｡

(資料提供:岩崎電気)

▲光源:2光色発光形HIDランプ(水銀ランプ)
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重量昆ト

から､霧が立ち昇り､看と赤の光に交

互に照らされて幻想的な雰囲気に包ま

れる｡ゲート性のある光のモニュメン

トは､ステンレスのパイプで構成され

●溜池交差点

赤坂と隣接した繁華街にある溜池交

差点では､溜池の｢池の水+をモチー

フにした光の演出をしている｡高架橋

下のルーバ内にスカイブルーのフィル

タ付投光器を配置し､周りのネオンサ

イン､広告塔と違和感のない､清らか

な感じを強調している｡街行く人々の

足を止め､振返させる､未見しみのある

新しいランドマークとして位置付けて

いる｡ (資料提供:東芝ライテック)

た多面体で､昼は太陽光の変化に応じ

その表情を変え､夜は自らに内蔵され

たさまざまな色の光で輝き始める｡

(資料提供:関西照明技術普及会)

▲霧･樹木･ガラスブロック用照明

照明普及会だより･第31号(41
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